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IGES1.5℃ロードマップ

現在の削減目標
2013年比46%削減

1.5℃ロードマップ
2035年に2013年比76%削減

※ 1.5℃ベンチマーク：IPCC で評価さ
れた世界レベルでの1.5℃整合排出
経路を日本に落とし込んだ排出経路
の累積排出量（14.3Gt）。
IGES1.5℃ロードマップの累積排出
量は、この1.5℃ベンチマークに収
まる。

特徴①：1.5℃目標に貢献すべく、より速やか・大幅な排出削減
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日本の温室効果ガス排出量



特徴②：何をいつまでにしなければいけないのかを示す

IGES 1.5℃ロードマップ：日本の排出削減目標の野心度引
き上げと 豊かな社会を両立するためのアクションプラン
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• 1.5℃目標達成に資するペースでGHG排
出量を削減するためのマイルストーン

• そのマイルストーンを達成するための
アクションプランを部門ごと時系列に
示す

部門別CO2排出量の変化

マイルストーン

https://www.iges.or.jp/jp/pub/onepointfive-roadmap-jp/ja
https://www.iges.or.jp/jp/pub/onepointfive-roadmap-jp/ja


+

特徴③：1.5℃ロードマップが描く、豊かで持続可能な社会

温室効果ガス排出を、速やか・大幅に減らす

気候リスクが少ない
便利・安全・安心な

くらし

エネルギー自給に
よる発展

新しい社会に適応した、持続的経済成長

日本が直面する様々な社会課題の解決

+
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エネルギー供給

1.5℃ロードマップは社会全体の変化を想定。

エネルギー供給側だけでなく、

需要側でのアクションも重要。

エネルギー需要
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最終エネルギー消費量が基準年比30％減。
デジタル化、省エネ、電化が主な要素

▼48%▼30%

▼30%

デジタル
社会

素材・エネ

利用変化

輸出構造
変化

省エネ

電化

水素
合成燃料

トレンド

最終エネルギー消費量の推移 2035年の最終エネルギー消費量の減少要素

デジタル化等を起点とする
社会経済の変化

▼12%

省エネ・電化・水素化

▼ 21%
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デジタル化を起点とする社会経済の変化とは

産業・オフィス モビリティ

CASE、シェアリング増加

• 車両数減少

• 自動運転のためのBEV化

流通の効率化

エネルギー利用

高精度な気象予測・電力需要予測

送電網での高度な電力潮流管理

分散型リソースの協調制御と
デマンドレスポンス

社会的に広く認知された「DXによる高付加価値化・生産性向上」の進展

デジタル化による生産性向上
• 生産プロセス自動化に伴い電化促進

テレワーク・オンライン会議の増加
• 通勤・出張での移動量減少
• オフィス床面積減少

くらしや仕事を豊かにしながら脱炭素が進む



エネルギー供給：再生可能エネルギーの速やか・大幅な拡大

（水素製造分を含む）
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過度なコスト増加なく、再エネ主流化
で電力需給調整が成り立つ



出典: IEA

これまでは、トラフィック量や計算負荷が大幅に増加しても、
性能向上や効率改善でエネルギー消費量の増加は抑制されてきた

• 大幅増加を推計しているのは、電力消費量とデータ処理
量等との単純な相関関係に基づくもの。

• 技術革新により現状程度に収まる可能性も考慮しつつ、
100TWh(最大200TWh)程度の増加想定が現実的か。

• その場合、1.5℃ロードマップ全体の結論には影響しない

世界全体のデータセンターの電力消費量の推移
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日本国内のデータセンターの電力消費量
に関わる推計結果

出典: 栗山ほか(forthcoming)

データーセンターの電力消費量について

計算負荷

トラフィック量

エネルギー消費量

https://www.iea.org/data-and-statistics/charts/global-trends-in-internet-traffic-data-centres-workloads-and-data-centre-energy-use-2010-2020


高いエネルギー自給率と国内資金還流
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企業との共創を通じて検討し、まとめた。

実践的・実務的な知見を得るとともに、

納得感ある将来社会像・政策変化・行動変容等を模索。
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日本気候リーダーズ・パートナーシップ
脱炭素社会実現に向け積極的に取り組む企業グループ
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新ウェブサイトで
1.5℃ロードマップを分かりやすく紹介（ビジネス向け1.5℃ロードマップ）

https://1p5roadmap.iges.jp



1.5℃ロードマップが示す「変化」と「好機」
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「生産性が変わる」事例

資源循環型プロセス: デジタル技術を用いた電炉による製鉄の拡大

• 電力の脱炭素化
• 電力コストの削減
• 夜間操業による従業員の負担
• スクラップ鉄の品質向上

✔ 電力脱炭素化と電力コストの削減
✔ IoTを用いたスケジュール管理
✔ 夜勤縮小、日曜休みなどによる労働環境改善

✔ 作業効率化、人員不足対応
✔ 投入するスクラップ鉄の品質向上

予測技術を用いた
再エネ余剰電力の活用

AIを利用した
鉄スクラップ自動解析

現在の
先進的
取組み

電炉製鉄プロセスの
現状の課題

東京製鐵株式会社の取組み
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電炉による

鉄鋼製品
シェア
拡大

脱炭素と
資源循環型の

鉄鋼産業

予測技術を用いた
再エネ余剰電力の活用

2040

投入するスクラップ
鉄の品質向上

電炉が鉄鋼部門の
脱炭素化の主軸に

エネルギー投入量と
資源投入量が少ない

製鉄プロセスに
現在の
先進的
取組み

電炉による

鉄鋼の
品質向上

2030

2035
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「生産性が変わる」事例

資源循環型プロセス:

デジタル技術を用いた電炉による製鉄の拡大

リサイクルを前提とした商品・製品の開発といった他社との協力、
それを促進するためのルール作り



1.5℃ロードマップが示す「変化」と「好機」
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電炉による製鉄の拡大の「好機」
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「エネルギーのつくりかたが変わる」事例

余剰電力フル活用から分散型エネルギービジネスの成長へ

アイ・グリッド・ソリューションズの
ビックデータとAIを用いた「余剰電力循環モデル」

デジタル化を通じて
小規模分散電源からの電力を

近隣のみんなで利用

小規模分散電源が
大きな発電所に

小規模分散電源からの
電力が地域全体に

建物太陽光発電
現状の課題

自家消費以外の発電量
が活用できていない

アグリ
ゲーション
ビジネス

進展

エネルギー
地産地消

ビジネスの
成長

現在の
先進的
取組み

配電網
ルールの

変化

2030

2035

2040
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1.5℃ロードマップが示す「変化」と「好機」
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余剰電力活用・エネルギー地産地消の「好機」



5つの変化を企業の好機にするために

②先進企業が損をせず、
社会での共創を

ひろげるために、
ルールメイキングが重要

③社会情勢・ニーズや
ルールの変化の中で

企業の中核的な能力を
強化し、

持続的成長へ

①各企業が長期的な戦略の下で、
製品・サービスの価値を高めていく
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• 1.5℃を目指すなかで豊かで持続可能な社会を実現していける道筋はあり、

そこでは脱炭素は事業機会である

1.5℃ロードマップからの主要メッセージ

IGES 1.5℃ロードマップ：日本の排出削減目標の野心度引
き上げと 豊かな社会を両立するためのアクションプラン 22

本ロードマップの作成にあたり、貴重な知見・ご意見を提供くださった
JCLP会員企業の皆様に厚くお礼申し上げます。

• 5つの変化と20の好機：1.5℃への道筋のどこに好機

があるかを提示

• 各企業の強みを発揮するため、ルールメイキングを促す
ことも重要

• 詳細なテクニカルレポート：長期的事業戦略構築の参考資料
になることを期待

https://1p5roadmap.iges.jp

https://www.iges.or.jp/jp/pub/onepointfive-roadmap-jp/ja
https://www.iges.or.jp/jp/pub/onepointfive-roadmap-jp/ja
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